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宮嶋委員長 

                        （ ９:３０） 

 皆さん、おはようございます。 

 ただいまの出席委員数は全員でございます。定足数に達しておりま

すので、これより木津川市精華町環境施設組合議会議会運営委員会を

開会します。 

 本日の議題につきましては、お手元に配付した次第のとおりであり

ます。 

 なお、委員会条例第１３条の規定により、傍聴を希望する者がある

場合は許可することといたします。 

 また、この会議の記録につきましては、委員会条例第２５条の規定

により、委員長が署名することになっておりますので、私のほうで後

日会議録を確認させていただきます。 

 したがって、発言の際は挙手願い、委員長の指名後にご発言いただ

きますようお願いいたします。 

 それでは議題に入ります。 

 

 議題の（１）議会運営申し送り事項等についてであります。 

 まず、災害時対応要領についてであります。 

 １０月１７日開催の議会運営委員会におきまして、第１条の内容

と、佐々木副委員長から提案のあった前文及び附則第１条を追加する

ことについて、合意に至っております。 

 そして、附則第２条については、松田委員から修正案の提案があ

り、その取扱いについては、木津川市の議会運営委員会の視察研修実

施後の方向性も参考に協議することといたしております。 

 そこで、市議会の議会運営委員会研修報告書につきましては資料１

として、災害時対応要領（案）につきましては資料２として、本日、

机上に配付しておりますので、本日は附則第２条の取扱いについて協

議いただき、本要領をまとめていきたいと思います。 

 なお、対応要領（案）については、議会事務職員の配置を受け、

「事務局」としていたものを「議会事務」に変更しております。 

 本件について、ご意見等ございませんか。いかがでしょうか。 

 

  （何についての声） 

 

 お手元にあります災害時対応要領（案）、先ほど言いましたように

一部修正があるのは、そこに書いてあるとおりでございます。 

 それで、附則の第２条につきましては、前回、木津川市議会の議会

運営委員会の視察研修の様子なども報告いただいて決めていきたいと

いうことで、資料に木津川市議会の議会運営委員会の視察報告書を配

っていただいております。いかがでしょうか。 

 はい、谷口さん。 

谷口委員  この議会運営委員会の研修報告の中で、この研修内容に関して議会
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谷口委員 

つづき 

運営委員会としてどのような結論を得たかというところを知りたいん

ですけれども、これを見る限りは特に書かれていないという状態なん

ですけれども、もうちょっと補足の説明を大角さんのほうからしてい

ただけますか。 

議運としてどういう結論があったのか。 

宮嶋委員長  出席いただいたのが大角副議長ですが、今の谷口さんからの質問で

ありましたら、お答えいただけますか。 

 はい、大角副議長。 

大角副議長  議会運営委員会としての結論というのは特にないんですね。研修に

行って、こういう方向性にいくのかというのは、結論は出ていませ

ん。見に行って、ああ、こういうことなんだなと。木津川市としてど

ういくのかなというのは、これから進めていくということです。 

宮嶋委員長  はい、谷口さん。 

谷口委員  この研修に行かれる前に、その研修に行く理由があったと思うんで

すけど。狙いとか目的、獲得目標、そういうのは何だったんですか。 

宮嶋委員長  大角さん。 

大角副議長  このオンラインというのを導入しようかというところの話から始ま

って、研修していこうということです。 

宮嶋委員長  はい、谷口さん。 

谷口委員  オンラインを導入しようかというのは、どのぐらい具体的に導入し

ようという話合いがあって、ここが選ばれたんですかね。やっぱり、

ただ研修に行くだけじゃなくて、行った後に、こういうの見てきたか

ら、こういうふうにこれを進めましょうという後がついてこないこと

には、行っただけということになりかねないんですけれども、そこは

どうつないでいってるんですか、今、議運で。 

宮嶋委員長  はい、大角さん。 
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大角副議長  ここの場で言うのがどうかというのは、ここは木津川市の議会では

ありませんので、そういう意味では、そこを追求したいんであれば、

木津川市の議会運営委員会の委員長、副委員長を含めた中での取り組

みだというふうに私は思います。 

宮嶋委員長  はい、佐々木さん。 

佐々木 

副委員長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 今の副議長の発言はちょっとおかしいですよね。この間、この議運

では、木津川市議会がこうだからという話がいっぱい出てきたわけで

すよ。いっぱいね。だからやらないんだというのがいっぱい出てきた

わけですよ。ということは、木津川市議会さん、一応尊重してますか

ら、木津川市議会さんで、去年の１０月かな、１０月の議運でも、木

津川の議運の結果を、推移を見ましょうという話になってるわけでし

ょう。ですから、それはこちらとしてもというか、うちの議運として

も尊重してるわけですから、もうちょっと、今の谷口さんの質問とい

うのは妥当だと思うしね。実際に、ちょっとよく分かんないのが、こ

の１ページ目に、常滑市に関しては、視察目的が２つ書かれてますよ

ね。オンライン出席と議会改革というふうに。もう一個の日進市に関

しては、それがないですよね。ただ、１泊２日で行かれる場合、別に

２つの目的地が違う目的で行っても別にいいわけですよ。同じ項目で

もいいけども、別の目的で行く場合も、うちの委員会でもあり得るか

らね、２か所行く場合というのは。だから、もうちょっと分かるよう

にね、常滑と日進の、ここの２つの議会を選ばれて、木津川市議会の

議運として、今あったように目的を持って当然行くわけですやん、視

察というのはね。狙いがあって。その狙いが何だったのか。特に日進

のほうは何だったのか。 

 その結果、私も疑問に思うのは、これは向こうへ行ってやり取りし

たことは分かります。視察先でね。問題は、委員会として、それぞれ

の議会から行った委員会として、議運だけじゃないけども、視察を受

けて、じゃ、うちの委員会としてはどういう方向でこの視察の成果を

生かしていこうとするのかというのは、当然出てきて当たり前なんで

すよ、それは。私は当たり前だと思ってます。ちゃんと書いてるし、

精華町の場合はね。そこがポイントだったんでしょう、１０月のうち

の議運でも。木津川市議会さんの議運が、何を研修し、どういう方向

へ進もうとしてるのか。その方向性がうちの議運の方向性と一致する

んだったら進めていけばいいし、もし方向が若干違うんだったら、ち

ょっと議論して調整すればいいだけの話なんだけども、その木津川市

議会さんの方向性が分からない状態でここで議論進めたら、また、い

や、それは違うと、木津川市議会はこうじゃないという話が出て堂々

巡りになってしまう可能性が十分あるわけで、それを繰り返さないた

めにも、やっぱりもうちょっとしっかりと、１０月にやった研修だ

と、もう既に３か月たっとるわけですね。だから何回か、当然、１２
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佐々木 

副委員長 

つづき 

月議会もあったわけだから、その間、議会運営委員会も開かれてると

思いますから、そこでどういうような研修経過を、視察の結果を踏ま

えて、木津川市議会の議運としてどういう方向で行こうとしているの

か。具体的にまだ決まってないでいいんですよ。方向性というのは出

るじゃないですか。実際にルール決めたりするのは後になるかもしれ

ないけども、方向性はどうしようと思ってるのかについて、もうちょ

っと明確にお願いしたいと思います。 

宮嶋委員長  今日の議論は、附則の第２条について、付け加えるのか、付け加え

ないのか、この中身をどうするかということで、それは木津川市議会

の議会運営委員会の研修も考慮しましょうということなので、そこの

議会運営委員会の研修がどうだったかをここで議論する場ではないの

で、ちょっと第２条の附則について、ちょっと検討いただきたいとい

うふうに思います。 

 はい、佐々木さん。 

佐々木 

副委員長 

 あのね、今の木津川市議会の委員会報告の５ページのところに、真

ん中辺にね、うちで議論した介護・育児等に拡大する予定はあるのか

と聞いてるんですよ。木津川の議員さんがね。誰だか分かんないけど

も。それに対して予定はないと日進市は答えてるんですよ。だからこ

れが１個のポイントなんですよ。これに対して木津川の議運がどう思

ってるかですよ。 

宮嶋委員長  ただね、佐々木さん、ちょっとお待ちください。今日の議論は。 

佐々木 

副委員長 

 ちょっと待ってください。それはね、附則第２条に関係するんです

よ。附則第２条というのが、感染症発生時プラス多様な議員。この後

者の多様な議員のほうにはこの分が入るわけでね。そこの議論が分か

らない状態でここで議論しても、また同じこと起こりますよ。 

宮嶋委員長  いや、この議会運営委員会、そして環境施設組合として、附則第２

条を付け加えるかどうか、この中身でいいかどうかを確認したらいい

わけで、木津川市議会の議会運営委員会の研修や、その議会運営委員

会での議論を、考慮しようということは言いましたけれども、そこが

明確にならないとここができないということではないというふうに思

いますので、議運の皆さんがこの附則第２条についてどうなのかとい

う判断をいただいたら、今日はいいかというふうに思いますので。 

 はい、佐々木さん。 
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佐々木 

副委員長 

 だから、それはそうしますよ。しますけども、私が懸念してるの

は、さっき申し上げたように、この間、精華町議会の人間は木津川市

議会のことを十分に分かってないわけですよ。議会運営に関してね。

どんな議論かって分かってないわけですよ。その中で、何遍も言いま

すが、この議運の場で木津川市議会はこうだからって何遍も出てるじ

ゃないですか。今の委員長の発言は、尊重しようと思ったら、今後、

木津川市議会がこうだからといった発言はなしにしてください。そう

じゃなかったら、またね、どんな経緯があって木津川市が動いたか分

かんない状態の中で議論を進めてもね、いや、木津川は違うからと言

われたら。だから木津川市議会の議運の研修を尊重しようと言ってる

んですよ。だから無視する気はないです。ないけども、それが繰り返

されるんだったら対等、平等な議論ではないですからね。一方が一方

で分かってないのに、うちはこうだからやめてくれとかいう発言が続

くのはやめてほしい、だとしたら。ここの議運独自で独自の判断をす

るというんだったら、それは結構です。それだけの話です。 

宮嶋委員長  独立した環境施設組合の議会の議運でございますので、だからこの

附則第２条について皆さんのご判断をいただいたらいいし、市議会の

議会運営委員会、谷川さんも委員でしたけれども、谷川さんはちょっ

と病気の関係でご出席いただいてないように聞いておりますので、出

席いただいたのは大角さんだけなんだけども、出ていただいている、

ほか、山本さんや谷口さん、今日はね、皆さんのご判断で決めていけ

たらいいというふうに思いますので。 

 はい、佐々木さん。 

佐々木 

副委員長 

 だから、それはいいんです。だから谷川さんが病気で欠席された。

それは視察の話ですね、欠席されたのは。視察に行けなかったという

ことですね。それは別にいいんだけども、多分、谷口さんと私が聞き

たいのはそうじゃなしに、視察から帰ってきた後。帰ってきた後の議

会運営委員会で、当然視察の総括をしてると思うんですよ。まとめ

を。この前行った視察の意見出してもらって、みんなから出してもら

って、本来だったらレポート出してもらって、みんなが、じゃ、この

点は採用するとか、この点は採用を見送るとかさ、常滑のここはいい

ねとか、日進のここはいいねとかいうような話をしてね、じゃ、木津

川の議運としては、これとこれは検討してこうよとかいう話になって

るはずでしょう。そこを聞きたいんですよ。だから、その委員会まで

谷川さんは欠席してるんだったらそれは分かんないと思うけども、帰

ってきた後の委員会は多分出席されてるんじゃないかという気もする

のでね。だから私が言ってるのは、視察だけのことを言ってるんじゃ

なしに視察の後、後どうしようと思ってるかというところはやっぱり

要るんだろうということですよ。 
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宮嶋委員長  はい、じゃ、谷川さん。 

谷川委員  私、今、確かにその辺は言うてもうてないし、その帰った後も委員

会のほうできちっとした報告というのは受けてないんですけども、紙

で頂いたというところまで今いってるだけです。３か月はたってます

けども、その後の前に一歩進んだ検討会というのはまだしておりませ

ん。私も出席もしておりませんし。これ行って、終わって、この報告

書を議会のほうに提出されたというとこまでは確認してます。 

宮嶋委員長  はい、松田さん。 

松田委員  先ほど委員長がおっしゃったみたいに、１つには、ここにご準備い

ただいてるこの災害時の対応要領の案がこれでいいのかどうかという

ことを、今日ここで決めないといけないというふうに思うんですが、

附則の第２条で「感染症発生時や多様な議員の参画による議会活動を

妨げないルールを確立するため、不断の見直し」、この不断の見直し

を、今後、やっぱりどう取り組んでいくのかということがすごく問わ

れてくると思うんです。 

 それが問われたときに、先ほどから議論になってるような木津川市

の議会運営委員会の皆さんが研修に行かれたこの結果ですね、それと

先ほどから議論になってますように、この報告書にもありますけど

も、一番最後にこのたびの研修を本市の議会運営に活かしていきたい

と考えているというふうに書いてくださってますので、だから、ここ

の議運として不断の見直しをどう進めていくのかというのと併せて、

先ほど木津川市、精華町の話ありましたけども、視察に行ってこられ

たその研修報告も受けながら、じゃ、木津川市議会では、この報告書

にあるようにどのように活かしていこうとされてるのか、今後ね、そ

れも参考にしながら、ここの議運として不断の見直しをどう図ってい

くのかということが今度の議題になるだろうというふうに思います。 

 なので、この附則につきましては、まとめていただいた内容でいい

のかなというふうには思っております。それが今感じる感想です。 

宮嶋委員長  ほか、ございませんか。 

 そうしましたら、まず、今日、「事務局」という言葉を「議会事

務」というふうに変えるという、このことについてのご説明等ありま

すか。これはもうよろしいですか。 

 はい、佐々木さん。 

佐々木 

副委員長 

 この議会事務は、何に合わせてるんですか。 
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宮嶋委員長  はい、武田さん。 

武田書記長  １月１日付で議長に頂いた辞令に合わせております。 

宮嶋委員長  はい、佐々木さん。 

佐々木 

副委員長 

 その辞令は、何に根拠があるんですか。 

宮嶋委員長  じゃ、ちょっと暫時休憩します。 

（ ９：５０） 

  《暫時休憩》 

（ ９：５３） 

 では、再開いたします。 

 はい、武田さん。 

武田書記長  ただいまのご質問についてであります。定数条例の改正に当たりま

して、「議会の職員」という形での定数条例の改正をしております。

その上で、事務局がございませんので、議会事務という形で対応をさ

せていただいております。 

 以上です。 

宮嶋委員長  はい、よろしいですか。 

 

  （定数条例にあるってことの声） 

 

 だから、今、説明では、事務局というものがないので議会事務とし

て対応したという説明でしたけど、それでよろしいですか。 

 はい、じゃ、松井さん。 

松井事務局長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 条例の関係ですので、私のほうからちょっとご説明させていただき

ますが、前回、定数条例を変更したときに、正しく言葉を申し上げま

すと、議会の分につきましては、定数条例の中に「議会の職員」とい

う文言で条例をうたっております。これでいくと「議会の職員」とい

う言葉になっております。あと、事務局の関係につきましては、自治

法の第１３８条の各項の関係で、事務局を置きませんので「事務局」

という言葉はまずないという中で、我々としたら、この「議会の職

員」というのを「議会事務」というふうに言葉として置き換えて、こ
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松井事務局長 

つづき 

こに置いているというような形かと思っております。ですので、条例

上の言葉を使うんであれば、「議会の職員」という言葉がいわゆる一

致する言葉かとは思いますが、言葉上はこの要領の中には、それを

「議会事務」という言葉で置いているという状況かと思います。 

 以上でございます。 

宮嶋委員長  はい、佐々木さん。 

佐々木 

副委員長 

 ということは、今後、辞令は、議会事務を担当する職員という辞令

が出るということですね。 

宮嶋委員長  もう一度、暫時休憩いたします。 

（ ９：５６） 

  《暫時休憩》 

（ ９：５９） 

 それでは、再開します。 

 はい、松井さん。 

松井事務局長  大変失礼をいたしました。改めて、これまでの辞令の関係、申し上

げさせていただきます。 

 令和７年１月１日付で、定数条例の改正に基づきまして、辞令のほ

う発令をいたしました。まずは事務局側から議会のほうへの兼務の命

令を出しましたので、そこの辞令におきましては、議会に関しまして

は議会職員兼務を命ずるという形で発令をいたしております。ですの

で、定数条例には「議会の職員」という書き方をしておって、我々の

発令につきましては、今回は議会職員兼務という発令をいたしており

ます。 

 その上で、これは、議会のほうになりますが、議長からの発令につ

きましては、ここに、これも自治法に基づきまして、書記長あるいは

書記を置くという職名をつけることができますので、その発令におき

ましては、それぞれ書記長に対しては、組合議会書記長を命ずると、

あるいは組合議会書記を命ずるという形で職名つきの発令をいただい

ております。これら、全てちょっと、文言が若干違う内容ではござい

ますが、今回この要領案を対応いただくのは、その書記長と、うちで

したら、今、２人の兼務ですので書記長と書記という形になります

が、これをそれぞれ明記するんではなくて、これを議会事務という形

でまとめられたものということで、この要領案をまとめられたという

ふうなことになろうかと思っております。 

 以上でございます。 
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宮嶋委員長  はい。よろしいですか。 

 はい、佐々木さん。 

佐々木 

副委員長 

 だから、ちょっと確認したいのは、議会事務というのがどこにも出

てこないわけですよ。さっきも申し上げたけども、いわゆる組合の組

織規則の別表では、組合議会に関することというのが業務分掌になっ

てるわけですよね。今回、その組合議会に関することの業務分掌を、

特定の職員に辞令出して担当してもらうということをやるわけですよ

ね。つまり事務局の、それか、要するに一応、今のところこの別表を

改正しない限り、事務局総務課総務係の分掌として組合議会に関する

ことというのがあるよね。あるんですよ。だから、今でも、従来でも

事務としてはあったわけやね。あったけども、それを今回の改正によ

って、組合職員、要するに執行側職員としての業務ではなくて、議会

議長から辞令を受けている議会の職員としてその担当者はＡさん、Ｂ

さんよという話になってるわけですよね。 

 だから、その場合、じゃ、何に根拠を持ってその事務をお願いする

のかということになると、議会事務というのがどこにも出てこない状

態で、もしかしたら地方自治法の中に出てくるかもしれないんです

が、ちょっとそこまで見てないけども、多分うちの組合のルールじゃ

ないんですよね。議会事務という言葉が出てこない。その中で、その

議会事務の範疇というのは範囲でね、範囲と、ここにある、別表にあ

る組合議会に関することの範囲というのは、一緒かどうかというのは

なかなかちょっと確定がしにくい話になってくるんですが、要する

に、このうちのルールとかを超えた、自治法とか、または行政実例と

かの中に、こういうものがあるということでよろしいですかね。 

宮嶋委員長  松井さん。 

松井事務局長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 今、副委員長のほうからご説明いただいた内容と、ちょっと我々の

ほうで今解釈している部分で改めて申し上げますと、我々の総務課、

先ほど出てきました事務分掌の中にございます議会事務に関すること

につきましては、これまでは定数条例できっちりとうたってなかった

ので、私も今までのご答弁といたしましては、全て総括してやってお

ったというようなお話をさせていただいてたと思うんです。それは総

務課の事務としては、当然議会に関わることと、それから組合議会に

上程する執行部側の当然職務というのが入ってまいりますので、それ

は変わっておりません。それを今回定数条例で、先ほどおっしゃって

いただいたように、我々が総務課に残す議会に対応する事務の部分

と、議会の、組合議会の事務としてやる部分については切り分けて、

今回、この要領案につきましては、その議会事務を担当する者、いわ

ゆる議長から辞令を受けた者が担当するという形になろうかと思って
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松井事務局長 

つづき 

おります。それを呼ぶに当たっては、今おっしゃっていただいたよう

に、この例規上なり、そういうところに「議会事務」という言葉は確

かに出てまいりません。その言葉をどこでという話になりますと、例

えば自治法のほうでしたら、先ほどの事務局の設置の条例の中にござ

いますけども、事務局を置かない部分で、「事務局長及び書記長

は」、これは事務局を置かない場合の書記長になりますが、「議長の

命を受け、書記その他の職員は上司の指揮を受けて、議会に関する事

務に従事する」という言葉が出てまいります。こういったところの言

葉を引用してという言葉になってこようかと思いますが、どこかにこ

の「議会事務」という言葉を明記して書いているかと言われると、

今、現状ではそうではないのかなというふうに思っております。 

 我々としましては、執行部側からいたしますと、今回のこの対応要

領案につきましては、総務課職員でありますけども、今回兼務で、し

かも議会事務、書記長と書記という任命を受けた２人がおりますの

で、あくまでもこの対応要領案を対応するのは、その辞令を受けた２

人という形で想定をいたしているところでございます。 

 執行部からは以上でございます。 

宮嶋委員長  はい、佐々木さん。 

佐々木 

副委員長 

 だから、今おっしゃったように、議会事務という場合が２種類あっ

てね、執行部側として議会に上程する関係の事務をする、議案とか

ね、するという事務と、それから、要するに議会に上程された後、ま

たは上程以外の案件も出てくるわけだから、そういう議会の関連の事

務をする分というのが２つあるわけで、それが、この業務はどっちも

というふうに読めちゃう、まず読めちゃうね、この部分はね。 

 もう一個は、もし、ちょっと私もそこまで断言はしないんだけど

も、地方自治法第１３８条に根拠を持ってやろうとするんだったら、

例えば議会書記とかいうんだと、今の説明とぴったり合うんですよ。

事務局を置かない議会における書記。要するに書記長も含めて、書記

の仕事という意味ではぴったり合うわけなんだけども、一番お聞きし

たいのは、さっきも言いましたけども、議会事務と言った場合に、行

政側が本来準備すべき議会事務と、純粋な議会の事務との範囲がどっ

ちなんだという曖昧さを残してしまうおそれがあるんじゃないかとい

うのはちょっと気になるんです。議会事務と言った場合ね。そこは、

どこかのところで明記すればそれは払拭できるんだけども、今はどこ

へもそんなルールないので。 

宮嶋委員長  はい、松井さん。 

松井事務局長  ただいまのお話からいきますと、私どもとしたら、現在、この規則



 11 

松井事務局長 

つづき 

につきましては、これを今、１月１日のそういった定数の条例改正に

よりまして改正するという予定はございませんし、先ほど申し上げま

したように、ここの議会のほうでおつくりになられるこの対応要領案

につきましては、今、規則のほうでお読みになられた事務局の総務課

に属する議会に関することとは違う業務というふうに認識しておりま

すので、私どものほうからのお願いといたしましたら、できましたら

この対応要領案のほうで、もしもそこを切り分けて明確に表現できる

んであれば、そちらで工夫いただければありがたいかなというふうに

思うところでございます。 

 以上でございます。 

宮嶋委員長  ほか、いかがですか。 

 はい、佐々木さん。 

佐々木 

副委員長 

 今の話はかなり実務的な話で、そこはもう実務的に処理してもらっ

たらいいと思うんだけど、要するに誤解のないように。後々、解釈が

複数出てくることのないようにしてほしいのが１点です。 

 もう一点、第１条の（２）に書かれてる分なんだけども、ちょっと

確認だけさせてもらいますけども、木津川市議会、精華町議会の施設

を使うということが書かれてるわけですけども、これはもう既に２つ

の市議会、町議会とは確認済みということでよろしいんでしょうか。 

宮嶋委員長  武田さん。 

武田書記長  確認はしておりません。 

宮嶋委員長  はい、佐々木さん。 

佐々木 

副委員長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 だから、そういう状態だと、この要領をつくっても、いわゆる実行

性がなくなっちゃうわけですよ。いわゆる絵に描いた餅になるわけで

しょう。書いてはあるけども相手は知らんというのは、ちょっとそれ

は、これを発効するためには、やっぱりそれは、内々でもいいからこ

ういうことがあり得るよということを確認していただかないと、相手

があるのに一方だけ決めちゃうというのは変な話ですので。それはも

う前にここで議論されてるんだから、こういう場合は。 

 だから、もっと言えば、ほかの事務組合もありますからね、うち、

木津川市、精華町が管理してる。そういうところもどうするかも含め

て、本来は広域かどこかでみんなで話し合って分担するなり。例えば

病院は何々議会のほうを使うとか、うちはどこを使うとか、優先的に
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佐々木 

副委員長 

つづき 

ね、いうようなことも調整しておいたほうがいいような気もするんで

すが、ちょっとこれは事務的に進めていただけるんでしょうか。 

宮嶋委員長  はい、武田さん。 

武田書記長  市議会と町議会のほうにつきましては、確認させていただきます。 

 なお、両市町議会ともに施設の利用が不可能な場合につきまして

は、近隣の公共施設等という形にしておりますので、その近隣の公共

施設などで調整していくことになろうかと思います。一部事務組合の

中で連絡会等ございませんので、ただ、市町議会から選出されておら

れる議員さんが構成することになってこようかというふうに思います

んで、基本的には施設が損壊しない限り、議会日程がかぶるというこ

とというのはちょっと想定しにくいかなというふうに思っております

ので、市町の議会のほうに確認をさせていただくということで対応さ

せていただきます。 

 以上です。 

宮嶋委員長  ほか、よろしいですか。 

 はい、佐々木さん。 

佐々木 

副委員長 

 ちょっと細かくなって申し訳ないけども、調整が要ると言ったの

は、今すぐとは言いませんけど、調査が要るというのは、精華の場合

は、相楽に関して言えばここと広域だけやね。だけれども木津川の場

合はそれ以外もありますよね。なので、それがぶつかることはないか

もしれないけども、なかなかしんどいということと、それから、これ

は、それこそ、その後の木津川、精華の行政との関係で発生すると思

うんですけども、あってほしくないけども、仮に木津川市議会、精華

町議会の施設を使えない場合、ここに、一番後段に書いてあるように

近隣の公共施設を利用するとなってるわけですよ。それはそれでいい

んだけども、じゃ、その場合の例えば使用料とかいったものが免除さ

れるのか、されないのかも含めてね、ちょっと細かい話かもしれんけ

ども、それはちょっと、やっぱり緊急時の対応として、市長なり町長

に、何らかの市長権限による特例措置、何かをやるということをよく

合意して、払う気やったら別にいいんですよ。うちが払うだけなら払

ってもらったらいいけども、そういうことも含めて、いわゆる幾つか

想定されることは、内々、関係者と協議をしておかないと、何遍も言

いますが、起こったときに困る、どうするんだということになるの

で、別にここまで要領に書かんでもいいけども、その辺はちゃんと調

整をしとく必要あるなとは思ってますので、よろしくお願いします。 
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宮嶋委員長  今出ましたように、この対応要領を決めましたら、それに伴う今出

てきたような話なども整理しておいていただくということとしたいと

思います。 

 ほか、この附則第２条についてはどうですか。特にこの附則第２条

について確認をするというのが今日の主題でありますので。特にない

ですか。 

 特にないようですので、今日、お手元資料にて示しています中身と

して、議会運営委員会として、木津川市精華町環境施設組合議会にお

ける災害時対応要領については整理したいと思います。 

 本日の議会運営委員会で決定するものとして、議会運営申合せ事項

と同じく引き継いでいくものとしたいと考えております。 

よろしいでしょうか。 

 はい、じゃ、武田さん。 

武田書記長  すみません。先ほど出ておりました「議会事務」という言葉に変更

したところについてであります。対応要領を固めるに当たりまして、

この文言をどうするのかというのが残ってまいりますので、できまし

たらどういう文言でいくのかという形で決めていただければというふ

うに思っているところでございます。 

 先ほど副委員長のほうから、いわゆる行政側が担っている議会事務

と、組合の議会の事務の職員としての議会事務の対応というところ

で、混同しやすいのではないかという指摘があったところでございま

すが、いわゆるこの対応要領案につきましては、組合議会における災

害時対応要領というふうになっておりますので、組合議会における災

害時対応要領というところで読み取れるのではないかなというふうに

事務側では思うところではございますが、より明確にということであ

りましたら、「議会事務」の部分を何らかの文言に変えるというとこ

ろで確定をしていただければというふうに考えております。 

宮嶋委員長  今の書記長からの発言がありましたけど、どうですか。このままで

よろしいですか、それとも言葉、変えますか。 

 はい、山本さん。 

山本委員  一応ね、はっきりと、紛らわしい文言を使わずに。地方自治法では

書記、書記長という文言が出てる。そこまで書かなくても、「議会事

務」というのを「議会の事務」と「の」を入れれば、それで区別がつ

くんではないかと思うんですが、その前提として、先ほど言われたよ

うに要領のところで組合議会における災害時の要領と。だから、これ

は議会に対しての要領案ですから、その要領案の中で、第１条、「議

会の」としておけば、はっきり区別できるんではないかと、このよう

に思いますけれども。 
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宮嶋委員長  はい、いかがでしょうか、ほか。 

 はい、佐々木さん。 

佐々木 

副委員長 

 これ、極めて実務的な話なんで、もう実務に任せたいと思うんだけ

ども、さっきの武田さんの発言を尊重するとしたら、既にこの議会ル

ールの中の１個のルールでしょう。という意味ですね。だったらもう

議会自身要らないでしょう。議会という言葉自身が。要するに、普通

の議会の場合は、議会事務局という業務分掌があって、議会に関する

例規ってあるじゃないですか、いっぱい。例えば会議規則とかいろい

ろあるじゃないですか。その範囲については、もう基本的に議会のこ

としか書かれてないわけだから、これを行政側がやることはまずな

い、使うのはまずあり得ないわけですよ。という範疇にもし入れるん

であれば、それこそ議会という言葉自身も要らないですよ。それは。

もともと議会のルールなんだから。ということになってしまうので。 

 だから、私が言いたいのは、地方自治法とか、その他の書記、例規

との関連で妥当かどうか、妥当な言葉かどうかというのが１点と、さ

っき申し上げたように、その言葉によって範囲が明確になってるかど

うかという、その２点だけですので、その２点がクリアできる言葉だ

ったら、別に言葉にはこだわりません。 

宮嶋委員長  ほか、いかがですか。 

 はい、谷川さん。 

谷川委員  佐々木さんが言うておられるように、議会の言葉がなかったらね、

それはさらっとしたほうが私はいいと思います。ややこしい文言入れ

やんと、ややこしいことないけど、最初の議会と入れるというのも、

事務の対応はという形にできたらいいんじゃないですか。 

宮嶋委員長  はい、山本さん。 

山本委員  この議運で、第１条を、いろんな文言をここで検討するんではな

く、この案はどうですかいうのを出していただいて、それを議会事務

のほうでお示ししていただくいうのがいいんではないですかね。この

場でなかなか、この文言が、例えば書記がいいとか、議会事務がいい

とか、議会の事務がいいとか、事務がいいとか、それは考えいろいろ

ありますから、それをこの議運で決めるのではなく、候補を出して、

議会事務のほうで整理して提案してもらうという形はどうですかね。 

宮嶋委員長  武田さん。 
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武田書記長  先ほどお話も出ておりました組合の職員定数条例についてでありま

す。職員の定数条例におきましては、「議会の職員」という形での表

現になっておりますので、いわゆる、今、「議会事務」としておりま

すのを「議会の職員の対応」と、「議会の職員の対応は、次に掲げる

とおりとする」と。また、「事務局」の部分につきましては、「議会

の職員において」という形でやらせていただければ、より混乱しな

く、根拠も明確になってくるのかなというふうに考えているところで

ございます。 

宮嶋委員長  議会の職員の対応ですか。はい。という今提案をいただきましたけ

ども、いかがでしょうか。 

 はい、山本さん。 

山本委員  辞令にもその文言が使われているという確認、ちょっとしたいんで

すけど。 

宮嶋委員長  はい、武田さん。 

武田書記長  職員定数条例にその言葉を使っております。 

 以上です。 

宮嶋委員長  はい、山本さん。 

山本委員  今提案していただいたのが文言としてはあるということで、それを

生かして、はっきり区別できるんではないかと思いますが、これ、皆

さんそれぞれね、文言についてはありますからね。 

私はこの案で結構です。 

宮嶋委員長  はい、谷口さん。 

谷口委員  １つ確認なんですけど、この第１条の（１）の最後のほうの事務局

から入手し、安否情報については議長に報告する。この事務局とい

う、これも書換えの対象で間違いないですか。 

宮嶋委員長  いや、それは前の。市町議会事務局やから。 
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谷口委員  ああ、市町議会事務局とつながって。分かりました。 

宮嶋委員長  ほか、よろしいですか。 

 

  （はいの声） 

 

 そしたら、今、最終的には、当初ありました「事務局」という言

葉、今日の提案で「議会事務」というふうに出ていますが、それを再

度修正して「議会の職員」という言葉に変えて、「議会の職員の対

応」というようなこととして修正をして、この災害時対応要領を確認

したいと思いますが、それでよろしいですか。 

 

  （結構ですの声） 

 

 じゃ、そうさせていただきます。 

 どうしましょう、休憩取りましょうか。 

 

  （はいの声） 

 

 じゃ、１０時半まで休憩とします。 

（１０：２１） 

  《暫時休憩》 

（１０：３０） 

 それでは、再開いたします。 

 次に、議会のＤＸについてであります。 

 この項目については、前回の議会運営委員会におきまして、市町議

会が貸与しているタブレットの利活用の範囲等について、現状を調査

した上で協議するか判断することとし、調査結果につきましては、資

料３として本日机上に配付しております。まずは調査結果資料３の説

明を求めます。 

 武田さん、お願いします。 

武田書記長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 それでは、本日、お手元に配付しております資料３に基づいて説明

をさせていただきます。市町議会に対しまして３つの項目に分けて調

査を実施いたしました。 

 まず、タブレットについてであります。使用しているアプリケーシ

ョンにつきまして、市議会のほうではＳｉｄｅＢｏｏｋｓとＺｏｏ

ｍ、精華町議会ではＬＩＮＥＷＯＲＫＳとＺｏｏｍのソフトをインス

トールしているという状況でございます。 

 次に、データの保存場所についてであります。市町議会ともにクラ

ウドでの保存という形になってございます。ただ現時点におきまして

は容量に空きがございますが、今後、容量にも限りがあるということ
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ですので、データ容量に応じて順次データの削除を求める可能性とい

うのがあるということでございました。 

 次に、現時点でのタブレットの活用状況などについてであります。

いわゆる議長報告でありますとか、請願でありますとか、議案書な

ど、議会において配付する資料一式につきまして、市議会におきまし

ては全てデータ化して保存をしております。ただし、議案書について

のみ紙と併用しているという状況でございます。精華町議会におきま

しては、議案書以外につきましてはデータ化して保存をしているとい

う状況でございました。 

 次に、会議の案内などスケジュール管理についてであります。スケ

ジュール管理につきましては、市町議会ともにスケジュール管理を利

用しているという状況でございます。 

 次に、オンライン会議の実績などについて確認をしております。市

議会ではＩＣＴ推進チーム会議を１回実施したということでございま

す。精華町議会におきましては会派代表者会議１回と防災訓練、ま

た、コロナ禍での視察研修においてもＺｏｏｍを利用しているという

ことでございました。 

 次に、その他についてであります。行政報告につきましては、市町

議会ともにパブコメでありますとか、計画をタブレットに掲載をして

おりますが、精華町議会におきましては、計画などと「など」がつい

ております。この「など」につきましては、それぞれ計画の進捗状況

も併せて掲載をしているということによるものでございます。 

 あと、市議会におきましては、市議会、議長会の機関紙につきまし

ても閲覧可能という形にしているということでございました。 

 次に、通信環境などについてであります。いわゆる市町の庁舎内に

おきましては、市町議会ともにセキュリティーの観点から議会使用フ

ロアに議会専用のＷｉ－Ｆｉを整備することで、行政とは分離をして

いるという状況でございます。 

 次に、市町の庁舎以外についてであります。市町議会ともに現時点

でいわゆる機密性が求められるものを扱っておらず、個人の通信手段

の使用を認めるという状況でございます。 

 次に、メールアドレスについてであります。市議会におきましては

個人のアドレスを使用していると、精華町議会におきましては議会で

アドレスを付与しているという状況でございました。 

 次に、一部事務組合議会での利用検討についてであります。組合議

会の議案、データなどの保存についてであります。市町が貸与してい

るタブレットに保存をするということは、機能的に可能であるという

ところでございます。データの保存形式につきましては、市町議会と

もにＰＤＦのみという形になっております。 

 また、組合議会の利用検討に係る主な整理項目というところにつき

まして、まず合意形成についてであります。市町議会ともに議会に対

する依頼を要するということでございました。 

 また、組合議会のデータの保存場所についてであります。これにつ

きましては、管理者権限をもって市町議会事務局がフォルダを作成す
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るという形になるだろうということでございます。 

 組合議会データの保存作業についてであります。こちらにつきまし

ても、管理者権限におきまして市町の議会事務局へ依頼をするという

ことになってこようかというふうに思いますが、ファイルが多数にわ

たる場合などはまとめていただくよう依頼することもあるだろうとい

うことでございます。 

 あと、その他の事項として、市町議会ともに使用中に新たな課題が

出てくるという可能性はあるというふうにしておりますし、市議会に

おきましては、他の組合議会との調整も必要な部分が出てくるかとい

うようなお話でございました。 

 以上でございます。 

宮嶋委員長  ありがとうございました。 

 ただいまの説明を踏まえて、議会のＤＸについてのご意見等ござい

ませんでしょうか。 

 谷口さん。 

谷口委員  ３つ目の一部事務組合議会での利用検討についての部分なんです

が、市町議会に対する依頼が必要ということは、この環境組合議会か

らそれぞれの市町議会に対する依頼をするということがまず必要だと

いう意味で合ってますか。 

宮嶋委員長  武田さん。 

武田書記長  今、市町議会がそのタブレットを貸与しているということになりま

すので、それを本来の目的でない組合議会で使わせていただくという

ふうになってきますので、それぞれ議会の同意といいますか、が必要

になってこようかというふうに思っているということでございます。 

宮嶋委員長  谷口さん。 

谷口委員  ということで、環境組合議会から依頼を出す手順が必要ですか。 

宮嶋委員長  武田さん。 

武田書記長  そのようになってこようかというふうに思います。 



 19 

宮嶋委員長  ほか、いかがでしょうか。 

 谷口さん。 

谷口委員  何回もあれなんですけれども、私自身、この環境組合議会の議案と

か、そういうものが木津川市議会のＳｉｄｅＢｏｏｋｓなりで共有で

きることが必要だと考えています。そしたらこの環境組合議会として

依頼をするということで、では、環境組合の議運がそういう一致して

みんなで、それでその依頼を作成するという段階まで持っていけば実

現可能性があるというふうに考えたらいいですか。というか、実現す

るためには今何ができるかということを聞きたかったわけです。 

宮嶋委員長  例えばＷｉ－Ｆｉ環境を、皆さんがタブレットで対応して議会を進

めようとすれば、ありますようにデータの保存場所はクラウドという

ふうになっておりますので、Ｗｉ－Ｆｉがここで共通して使えるとい

うことが条件になりますよね。そうするときの環境整備をどうするか

とかという実務的なことが残ってきますけれども、皆さんがそれぞれ

から与えられているタブレットで環境施設組合議会も進めたいという

ことであれば、その合意の下、必要な段取りを進めていくということ

でいいのではないかというふうに思いますが、いかがでしょうか。 

 山本さん。 

山本委員  今、谷口委員からおっしゃられた議案書、これは分量も少ないです

し、紙面にしてもそれほどコストはかかってないと思いますので、こ

のままで当面いいんではないかと。さらに付け加えるなら、環境整

備、先ほど委員長が言われたＷｉ－Ｆｉとか、コストがまたかかりま

すよね。そして市議会、町議会のタブレットを共通してできるよう

に、これはそれこそアプリとかでできるとは思うんですけれども、両

方とも使えるようにするという環境整備とか様々検討が必要ですの

で、それを話合いしなければ、単に議案書を載せるというのはなかな

か一気には結びつかないというふうに考えておりますが、以上です。 

宮嶋委員長  谷口さん。 

谷口委員 

 

 

 

 

 

 

 一気には進まないかもしれないんですけれども、このデジタルの時

代において、やっぱりもう紙媒体での議案の配付とか、そういうもの

は変えていかないと、もうペーパーレスにしていかないといけないと

いうか、利便性が向上しているのにそれを使わない手はないですし、

ここにいる組合議会議員の委員の皆さんだけじゃなくて、ＳｉｄｅＢ

ｏｏｋｓとかＬＩＮＥＷＯＲＫＳで共有することによって、それぞれ

の今この環境組合議会の委員じゃない人たちもそれをちゃんと見るこ
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とができるというような利益もかなり大きいので、やっぱりそれはも

ちろんすぐとは言わないですけれども、段階を追って取り組んでいか

ないといけないテーマだと思います。 

宮嶋委員長  佐々木さん。 

佐々木 

副委員長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 今、事務局から説明があったように、木津川も精華もいわゆる必要

性があるからタブレットを貸与してこういった、システムは違うけれ

ども、ソフトも入れてもらっているわけですから、それはそれで使っ

たらいいと思うんです。 

 この間の議論というのは、要するに組合議会、本体というか、市町

に比べたら規模が小さい組合議会の規模で独自にまた別途タブレット

を購入して貸与するとかいうようなことの費用をかけることまでは多

分要らないよねというふうな前提で、じゃ、今既にやっている各市町

のシステムを兼用できたほうがいいんじゃないかという発想だと思う

んですよ。で、調べてもらったわけですよね。 

 問題は、いわゆる可能性が出てきたわけです。この調査によって可

能性は出てきたと。残るのは、技術的に言えば、じゃ、木津川で貸与

されているのと精華で貸与されているタブレットをここに持ち込んで

使うためには、精華の場合はＷｉ－Ｆｉ専用タブレットですから、通

常の携帯の無線は使えませんから、ここにあるＷｉ－Ｆｉを使ってい

いかというだけの話ですよね、まず。先ほど武田さんがおっしゃった

ように、こちらから各市町議会に申入れをしなあかんけれども、申入

れしてオーケーさえ出れば、あとはここで飛んでいるＷｉ－Ｆｉを皆

さんが持ち込んだタブレットで使っていいかどうか。つまりパスワー

ドを使えるかどうかという話がこちら側としては残ってくるわけで

す。それはテクニック的な問題。 

 あとはやっぱり、意味としては先ほどから出ているけれども、前に

３つ言った、全部３つ覚えてないけれども、１つには単純なペーパー

レスというのがありますね。２つ目には、いわゆるこれだけデジタル

化が進む中で、それを使わないでおくというのも変な話だし、今、谷

口さんも若干出たけれども、どうしても紙媒体でやっているとほかの

議員、要するに木津川５人、精華３人以外の議員さんとの情報共有と

いうのはなかなかしんどくなるわけですよね。そういった意味では、

ほかの議員さんとも共有できれば、それぞれの組合議会が何を今動い

ているのか、どういうことが論点になっているのかというのが分かり

やすい、一応報告はしているんですけどね。報告はしているんだけれ

ども、分かりやすいと、同じ資料を持つことができるから分かりやす

いという点があるので、それは進めたほうがいいと。 

 もう一個、前回、私が言ったと思うのは、対住民との関係ですよ

ね。住民側もかなりデジタル化が進んでいるわけですよ。今ほとんど

の人が、かなりの人がスマホを持っているし、スマホでいろいろやり
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取りをやっているわけでしょう。その中で議会は一向に紙ですよと。

組合議会は紙ですよと。しかも持ってこいと、ここまでという態度を

いつまで取るかですよ。そうじゃなしに住民からはちゃんとメール

も、こっちは公開していると思うけれども、じゃ、今後議論になるの

は各議員さんのメールアドレスを市町のものを流用するという方法も

あるだろうし、利用したいんだったら独自にここで独自のアドレスを

つくってもいいけれども、いわゆる執行部側と議会側が住民との関係

でどれだけ窓口を開くかですよね。だから住民さんからこの組合に関

する意見があったら、これだけ議員がいますと、一応名簿にもあるか

らそれは可能なんだけども、そういうところに意見を言わせてもらっ

てもいいですよといったようなまたは住民からの要望、陳情だとか、

請願だとかいったものを受け付ける。まだうちは仕組みがないけれど

も、精華の場合、この前の１２月会議でネット受付が可能になりまし

たけれども、請願等については。そういう住民との関係でデジタル化

をどう活用するのかという点もあるので、今の時代で、紙でここまで

持ってこいということをいつまで言い続けるのかというのはやっぱり

改善すべき課題だろうとは思っています。 

宮嶋委員長  ほかご意見ございませんか。 

 １つは、皆さんがお持ちのタブレットをこの議会としても使えるよ

うにするという点では、いろんな整備やとかいろんなものはあります

よ。それは後のこととして、使うということについてはどうでしょう

か、ご同意いただけるんでしょうか。いや、必要ないというご意見が

ありますでしょうか。それは特にないですか。 

 そしたらこの議会として皆さんがお持ちのタブレットを使うという

ことで確認した上で何が今後必要になってくるのか、予算上必要にな

ってくるのかということについて、今、何か考えていただけるような

ことはありますか、予算。こういうことが必要で、先にＷｉ－Ｆｉな

んかは特にどういうふうになるでしょう、ここのＷｉ－Ｆｉを利用す

ることはできるんでしょうか、それら。 

 武田さん。 

武田書記長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 まず、先ほども申し上げましたけれども、市町ともに行政とはＷｉ

－Ｆｉは分離されております。これはセキュリティーの関連であろう

かというふうに考えておりますので、こちらのほうでということにな

ってまいりますと、新たにＷｉ－Ｆｉの整備が必要になってこようか

というふうに思っておりますし、アクセスポイントにつきましても、

更新が五、六年で必要になってこようかというふうに考えているとこ

ろでございます。 

 あわせまして、いわゆる紙媒体との関係につきましても、併用して

いくのかどうかというようなところについても、またご議論もいただ

く必要も出てくるのかなというふうに考えておりますので、そもそも
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先ほどございましたように、使うのかどうか、使う、じゃいつから始

めるのかと、始めるためにはどういう整備が必要なのかというところ

の整理は必要になってこようかというふうに考えております。 

宮嶋委員長  今ご報告がありましたように、Ｗｉ－Ｆｉは別途整備する必要があ

るということですので、その上で議案書等の紙との併用については、

何をどこまでどうするのかという議論も今後出てくる。すぐになくす

ということにはならないだろうし、当然紙も必要になってくるだろう

というふうに思いますが、その点で今日はそこまで含めて議論する時

間的余裕もありませんので、まずはタブレットを活用すると。そのめ

どとしてどれぐらいをめどに活用できるようにするのかという皆さん

の思いがあればそこは出していただいたら、そのめどに基づいて整備

なり考えていきたいというふうに思うんですが、どうでしょうか。 

 山本さん。 

山本委員  めどというのは、議会、一部事務組合とかの環境整備という点にお

いて、やっぱり世間の流れというか、それらを見つめるという必要が

あります。その点においてめどというのは、方向性としてはＤＸ化に

進んで紙媒体をなくしていくという方向性はいいですが、速やかにと

か、情勢を見てということで、めどを、期限と、具体的な数値を求め

るかどうかいうのは分かりませんけれども、できるだけ早くとか、そ

ういう方向性でいいんではないかというふうに考えてはおります。 

 これは私の理解なんですが、木津川市議会、今でも併用しておりま

す。行く行くは全てＳｉｄｅＢｏｏｋｓで全て活用して紙媒体をなく

すという方向性ですが、いつまでに紙媒体をなくすという具体的なや

はり日にちとかはできておりませんが、できるだけ紙媒体をなくすと

いう方向で今進んでおりますので、そのめどという言葉がどういう言

葉にするのか、私はちょっと難しいと思います。方向性としてそのほ

うに進んでいくという形でいいんではないかと思いますけれども。 

宮嶋委員長  谷口さん。 

谷口委員  私は具体的な日程をちゃんとつくるべきだと思います。次の定例会

はいつになるんですかね。それをまず最初の、最初のというか、そこ

からスタートするというふうに考える。次のか、さらにもう一個向こ

うにするかというところ、どっちかを選ぶ、できれば早いほうがいい

んですけれども、それが早過ぎるというんであれば、その次の定例会

からペーパーレスという共有できるような、それをゴールにしたらど

うかなと私は思います。そういうふうに期限を切らないといつまでた

っても進まないと思います。 
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宮嶋委員長  今確認したのは、タブレットを活用するということですので、ペー

パーレスというようなことはちょっと横に置いてください。まず皆さ

んがタブレットを議場に持ち込んで活用できるという、そのことはど

うかという議論です。日程的にいいますと次の定例会は２月です。そ

して５月に精華町議会は改選があり、木津川市議会は臨時議会で委員

構成の改選、議長をはじめとする、あります。だから当然５月の終わ

りには臨時議会、ここの臨時議会が持たれるということになるだろう

し、そして定例で言えば１１月ですかね、に決算を主にした議会とい

うことになります。だから２月、５月の臨時会、１１月の定例会、さ

らに言えばその次の令和でいう８年２月の定例会というぐらいのテン

ポになりますので、先ほどあったようにＷｉ－Ｆｉの整備だとかとい

うことになれば予算が伴ってきますでしょうし、それができれば、あ

とはＰＤＦは両方のみですけれども、データ保存ができるということ

ですので、そこに議案書等を入れていただくとか、また、メールが使

えるようになればいろんな案内文書をメールで送っていただくとかと

いうことは可能かも分かりませんですね。今なんかやったら事務局の

ほうでわざわざ文書を精華町と木津川市議会へ届けていただいている

という手間もありますので。 

どうでしょうか。一応のめど、ただ来年度予算にそのＷｉ－Ｆｉ整

備の予算が今からお願いできるのかどうかということと、できなけれ

ば補正予算が可能なのか、それから予備費で対応できるのかとか、そ

ういう予算的なことは当然ありますので、そこは置いておきますけれ

ども、皆さんの思いとしていつ頃から使えると議会がスムーズに、ま

た効率よくできるとお考えなのかご意見を出していただいて、その方

向でできるだけ進めていくということでどうでしょうか。 

 佐々木さん。 

佐々木 

副委員長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 精華もそんなに進んでいるわけじゃないですけれども、いろんなタ

ブレット、ＤＸ化している議会の経験なんかを見ていると、さっきの

先に言っておくと併用かどうかという話は大体どこの議会も当面は併

用しているところが多いですよね。半年か１年慣れてきて、もう紙は

要らないよと皆が合意すればもう廃止するというのがかなり多かった

ので、大体どこも当面、一定期間は併用するところが多いだろうと思

っています。 

 ちょっと疑問があるんですが、木津川市や精華の場合は、要するに

行政の執行部側の事務の中に相当数個人情報を扱う部署がありますか

ら、Ｗｉ－Ｆｉを完全に分離したほうがいいというのはそうなんだけ

ども、ここの場合、議会専用のＷｉ－Ｆｉの必要性がどこまである

か、ちょっといまいち理解していないんです。単なるいわゆる同じＷ

ｉ－Ｆｉを使ったとしてもセキュリティーが確保できるんであれば、

それぞれの端末のところで、そこまでの懸念は要らないという話にな

ってくるので、そこの必要性はいまいち私は理解を今していないとい

うところなんです。 
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 その上で、仮に議会の専用のＷｉ－Ｆｉをつくるとなった場合に

は、Ｗｉ－Ｆｉというのは、しかし、基本的にはここの立地場所から

いうと私の携帯もつながりにくいので、だから一般来場者用にもあっ

てもいいような気もするので、いわゆる半公衆Ｗｉ－Ｆｉ的なものが

あればそれを議会も使わせてもらったらそれはそれでいいんだろうけ

れども、うちのほうはそんな個人情報があまりないから、ほぼ公開情

報でやっているのでというのは思う。だからその辺の技術的な点が１

個あるということと、もう一個が移行するめどについては、一番悩ま

しいのは、木津川市さんの場合はうらやましくＳｉｄｅＢｏｏｋｓを

使われているでしょう。ＳｉｄｅＢｏｏｋｓについては保存もできる

し、書き込みができますよね。私ら、皆さんも議員だから一緒やと思

うけれども、紙媒体のいいところは、わざわざ立ち上げなくても紙が

あったら疑問点だとか、質問するポイントだとかいうのを自分の手で

すぐ書き込めるという点が優れているんですね。ＳｉｄｅＢｏｏｋｓ

はそれに近いことができるわけだから、それに近い、残念ながら精華

はそれがないんです。ないんだけども、いわゆる個人がタブレットペ

ンか、ペンを個々購入して書き込んだものを保存するということをや

っているというのはあるので、だからそういったことができる状況を

どうつくるかという、要するに紙と同じような状況をどうつくるかと

いうのが一つありますので、ただ当面紙を併用するんだったらその点

はすぐにやらんでもいいということになりますね。 

 もう一個、懸念事項として、定例会は議決案件があるので、定例会

からスタートするというのはちょっと怖いなという気もするので、で

きたらいわゆる議決案件ではないと言ったら言い方に語弊があるかも

しれないけれども、この議会運営委員会だとか、様々な情報提供、行

政報告的な情報提供してもらうようなところから始めれば、そこで何

回かやって慣れるというか、これでいけるなとなったら議決案件も移

せばそれはそれでいいとは思うんですが、どちらにしても一、二回、

三回ぐらいはテストケースをつくっておかないと、そもそものタブレ

ットが違うわけだから、そこがうまく２つが同じような扱いができる

どうかも含めて、だから懸念事項というか、その課題を整理してもら

って、予算が伴うものは予算を上程してもらったらいいし、当初予算

に間に合わないんだったら、今、委員長からあったように５月には臨

時議会があるわけだから、臨時会に間に合うんだったら臨時会で補正

上程をしてもらったらいいんじゃないかというふうには思っていま

す。取りあえずそんな先送りじゃなしに来年度中ぐらいにはめどをつ

けたほうがいいんじゃないかという気はしています。 

宮嶋委員長  今出ましたＷｉ－Ｆｉの専用化が必要なのかということについては

何かありますですか。 

 松井さん。 
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松井事務局長  まず、執行部側からのご説明という形でさせていただきますと、私

どものサーバー機につきましては、この事務室のほうで一括管理の１

台を持っておると。それが全ての情報が入っておりますので、当然

我々組合のほうで保有しておる個人情報につきましても、そのサーバ

ー機のほうで扱っておるという状況にはなります。それに外部のもの

をつなぐとなると、やはりセキュリティーの観点での確保というのは

まず第一にリスクマネジメントの観点から我々としたら最優先に考え

なあかん部分かなとは思っております。 

 あと、この施設内につきましては、もう実体験していただいている

ように、場所によって相当携帯電話でありましたらつながりにくいと

いうところはございます。特にこちらの部屋なんかは施設の中へ中へ

寄っていくほど、やはりちょっと強固な建物ということもありまして

電波が弱いと。ただ恐らくですけれども、今、我々の環境でいくと一

番つながりやすいのは今議場として使っておる端の会議室、あそこは

窓ガラスになりますので、あの場所でありましたら、スムーズに十分

な回線の機能を果たすということではないかもしれませんが、まだつ

ながりやすい場所ではあります。ですので、例えばですが、今、議会

運営委員会でしたらこの部屋を使ってやっておりますけれども、そう

いった状況になった場合あるいはそういった端末を使う必要がある場

合は、まずは議場で使用しているあの会議室を会場とすることによっ

て少し改善というのは図れる可能性はあります。 

 先ほどありましたが、来場者のことも考えてということでの今のこ

の施設内でのＷｉ－Ｆｉ環境の増強というのは、現時点で執行部のほ

うでは考えていないところでございます。 

 以上でございます。 

宮嶋委員長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ということで、もしＷｉ－Ｆｉを整備するとなると、予算はどれぐ

らいのものが必要なんでしょうか。それは、そういう見積りみたいな

ものもないし、今後の課題ということで置いとかざるを得ないですか

ね、今日は。ただせっかく皆さんがお持ちのタブレットを活用して、

ネットにつながっていればいろんなここのホームページにある会議録

であるとか、そういうものともつなぐことができるわけですので、便

利になることはもう間違いないというふうに思いますし、先ほどもあ

ったように、この８人以外のそれぞれの議員が、また議員が交代しま

すので、そういう意味でも過去のデータを見やすいということでもあ

りますので、進めるという点では先ほど合意をいただいたというふう

に思うんですが、めどですけれども、来年度中、１年ぐらいかけてと

いうぐらいでどうでしょうかね。先ほど言いましたように、来年度と

いう意味でいうと５月が臨時会、１１月が定例会、さらに年を変えて

２月の定例会ということでありますし、当然その前の議会運営委員会

も開かれるだろうし、また必要ならば議会運営委員会を開くというこ

とも可能だろうと思うので、先ほどあったように一定の練習といいま

すか、そういうテストもやらなあかんでしょうけれども、それくらい



 26 

宮嶋委員長 
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で使っていく。だから実際に使えるのは再来年度、今は令和６年度で

すけれども、７年度をやって、８年度からは使えるように、本格実施

というんでしょうか、ぐらいのことで考えたらどうでしょうか。 

 議長、どうぞ。 

森田議長  私、佐々木さんも一緒なんですけれども、木津川市はＳｉｄｅＢｏ

ｏｋｓを使われているのはうらやましいと思います。私どもはＬＩＮ

ＥＷＯＲＫＳのフォルダに入れてもらっているわけなんですよね。全

然仕様と便利さが違うんですよね。そやからＳｉｄｅＢｏｏｋｓを使

うんかどうやということをここでとか、ＬＩＮＥＷＯＲＫＳでいくん

かということも必要になってくるんですね。そういうのも入れてもら

わないかん。 

宮嶋委員長  それはないと思います。ただ、だから議案書をＰＤＦの形で入れて

いただくと、だからその議案書をタブレットで見ることができると。

ＰＤＦ化できると、データ保存形式はＰＤＦのみと書いてある。 

森田議長  ただフォルダに入ってくるというだけであって、そういう分離はし

ないということですね。分離というか、ＳｉｄｅＢｏｏｋｓでしたら

いろんな議案とちゃんと分かれるようになってあると思うんですね。

精華でも本棚と、こっちはないし、そういうようなところをどういう

形で、簡単に言うているけれども、非常にそういう意味では金の払う

てはるところと払うてないところで全然違うんやけれども、Ｓｉｄｅ

Ｂｏｏｋｓではどれだけの費用を払うてはるかというのも問題がある

と思うんですね。 

宮嶋委員長  分かりました。まずは、先ほど私めどと言いましたけれども、まず

はタブレットを使うと。そして山本さんからできるだけ速やかにとい

うことで、１年ぐらいかけて考えながらやっていくということで今い

ろいろ使うに当たっての課題がこれから出てくるだろうと思いますの

で、そこは整理をしてやっていきながら進めていくと。だから正確に

めどというのはあくまでもめどであって、それをここでこの日から絶

対やらなあかんという話ではないので、どうでしょうかね。 

山本委員  待ってください。めどを決めるとそれは拘束されます。それをめど

の実際の期限があると、それを盾になぜ進めないんだという方向性に

なります。それは少し。 

 そして私、これを進める、ＤＸを進めるというのはいいです。それ

はできるだけ速やかにと言っています。１年ということは私は言って

いませんので、それだけは認識よろしくお願いいたします。 
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宮嶋委員長  分かりました。 

 じゃ、できるだけ速やかにということで進めるために、これから課

題を整理していくということでよろしいですかね。 

 じゃ、予算などのこともありますので、実現へのスケジュール等に

ついては事務局とも相談をして進めていくと。ただタブレットを、こ

の組合議会としても使えるようにするという点で今日は確認をしたい

というふうに思います。よろしいでしょうか。 

 

  （はいの声） 

 

 そしたら、事務局のほうとしても何が必要なのか、どういうものが

必要になってくるのかというのを出していただきながら、我々のほう

とも協議をしていただきたいというふうに思いますので、よろしくお

願いいたします。 

 武田さん。 

武田書記長  まず、具体にこれから協議をしていただくということになってこよ

うかというふうに思うんですけれども、市町議会に対しましていわゆ

る依頼をする必要もあるのかなというふうに考えているところでござ

います。それにつきましては、議長名をもって市町議会のほうに依頼

をさせていただくということで、議長の決裁を経てそのような手続を

していくという形を取らせていただくということでよろしいでしょう

か。ご確認をお願いします。 

 

  （はいの声） 

宮嶋委員長  じゃ、今のことでご確認よろしくお願いをいたします。 

 以上をもちまして、議会運営申し送り事項につきましては、追加し

たものも含めて全ての項目について協議をしてまいりました。 

 はい、松井さん。 

松井事務局長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 失礼します。すみません、先ほどちょっとご確認をいただいたこと

で、議会のほうで当然お進めになられることではあるんですけれど

も、先ほどのお話でいくと、まずは議長から各市町議会のほうへここ

での利活用について依頼をしていくと。ただそれについては、スケジ

ュール的にはおおおよそできていくのは次年度からかなとのお話もあ

って、まずはこちら議会事務方のほうでこれからの課題になるような

ものをちょっと整理していくというようなお話であったかと思います

が、もう今回、この今いていただいている皆様の任期も限られてまい

りまして、このメンバーで開催できる議会運営委員会というのも恐ら

く限られてくるのかなと思っておるんですが、そのあたり次回に向け
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つづき 

ては、改めてどのような形の整理を。 

 というのは、例えばですけれども、今期中にできないのであれば、

今、議長のほうから依頼を出されても実際動かない話になってまいり

ますし、依頼を出すと市町のほうでの議会のほうでまたこういう依頼

があるんだけどというお話もされることになってくるんかなと思うん

ですけれども、そのあたりはすみません、ちょっと今、整理の理解が

できなかったもので。 

宮嶋委員長  我々の任期といいますか、今年の５月で引き続きやっていただける

方がおいでかとは思いますけれども、一応区切りになります。そうな

りますと今日の確認はタブレットを活用していく、できるだけ速やか

にということですので、今年の５月の臨時議会で選ばれてくるこの議

員の皆さんにもそのことを伝えていくというか、そのことを具体化し

ていっていただくということの確認ということになるんでしょうか

ね。我々がこれ以上深めようと思ったら、次の２月の定例会の前の議

会運営委員会の部分で議論をすることはありましょうが、それ以上に

議会運営委員会を設けて議論するというのは実際の議事日程の中で難

しいというふうに思うんですね。 

 だから次のところでは、これまでやってきたことを全部整理して、

そしてその中にもタブレットの活用ということが入ってこようかとい

うふうに思うんですが、それをどういう形で次につないでいくかとい

うことになろうかというふうに思うんですが、それは２月５日の時点

で申し送りみたいな形で確認するということでよろしいんでしょう

か。要は、そういう手続を今踏まえてやっていただいて、市町議会と

しても組合議会でタブレットを使っていただくことは結構ですよとい

うことになる。我々としても進めていくんだけれども、実際には我々

がここで議論できるのはもう次の議会運営委員会ぐらいまでですの

で、それ以降のことについては新しいメンバーの方に進めていってい

ただくわけですから、それはそのときの申し送りのような形を確認し

ておけばいいということでよろしいですか。 

 はい、佐々木さん。 

佐々木 

副委員長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 意味が分かんないんだけども、要するに今はタブレットを使うとい

う話は合意しているわけで、そのための課題を整理して、そこまで行

ったわけですよ。だからそれは進めてもらったらいいだけの話ですよ

ね。だから残るのは、今はそこまでしか決まってないから、実際に予

算を組んで工事をやって、例えば。その環境はそろったけれども、さ

っき申し上げたように例えば新しい５月以降の議員さんが一遍持って

きてもらって、タブレットをここに。やってみるということは必要に

なってくるから、そこはもう実施時期については次の人に決めてもら

わなできないわけだから、それはそれでいいと思うんだけれども、実

務に関しては進めてもらったらいいわけですよね。議長名での市町へ
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の申入れだとか、また、予算上の見積りだとかいうので、それは進め

てもらったらいいだけの話だと思うんですけれども、そんなに大きな

弊害はない。だからここで事務は止めないわけでしょう、事務は止め

ないと。今日の確認事項で進めていくということになるということ

で、ただ実務的には５月なんかに次のところに申し送りの中に今合意

した段階のことは書いてもらったらいいと思うけれども、それだけの

話だと思うんですが、そんな大きな問題は。 

宮嶋委員長  武田さん。 

武田書記長  すみません、ちょっと私、先ほど申し上げたんですけれども、今

後、具体的に進めていくという中でいろいろご議論をいただくと。そ

れが次の改選後の議員さんになるということも十分考えられるところ

でございます。本日、進めていこうという方向性は確認いただきまし

たので、先ほど私ども事務側のほうから議長名をもって速やかにとい

うお話もさせていただきましたけれども、そのタイミングにつきまし

ては事務局のほうに一任をしていただくという形でお願いできたらな

というふうに考えているところでございます。 

宮嶋委員長  はい、松井さん。 

松井事務局長  失礼しました。私がちょっと言うたことで、すみません、あちこち

行っているようで申し訳ございません。 

 私ども執行側といたしましても、もしもタブレットを例えばですけ

れども、今、今期おられる方々が最後にでもどこかでも使うとおっし

ゃられるのであれば、今、議長名で市町のほうへ依頼をして、市町の

ほうへＰＤＦ化したデータを格納していただくなり何なりの準備も必

要になってまいります。今、このＷｉ－Ｆｉ環境は整っていないけれ

ども、例えばタブレットには何か入れてもらうことを試そうみたいな

ことになればそういう作業も出てまいります。そのあたりがちょっと

すみません、私のほうがしっかり理解ができなくて、今、まず議長の

ほうからもうこういう議運でのまとめによって、議長から市町の議会

に我々環境施設組合でこのタブレットの利活用についてご理解いただ

きたいというお願いをすると。したら何らかの回答が来て、使えるよ

うになった場合、今、今後、今の予定でいきますと次は２月の定例会

前の議運、それから２月の定例会、これがまず直近で決まっておる公

式な会議という形になります。ほかに臨時のものが入るか入らないか

ということになります。この２回のうちに今の森田議長のほうから市

町の議会へお願いをして、この２回の間にやるのかやらないかのとこ

ろがちょっとすみません、見えてなかったかなというところで。 
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宮嶋委員長  ただあれですね、この場へ持ってきても共通するＷｉ－Ｆｉ環境が

なければ使えないですよね。 

 松井さん。 

松井事務局長  今この場では環境がございませんので、例えばですけれども、議場

あるいはここでお使いになられる場合は、通信環境は個人でご用意い

ただいたもので、その範囲内でお使いをいただくという形になろうか

と思います。 

 ただ例えばですけれども、そのデータを入れればそれぞれ市町議会

のほうで何かしら議員活動をされているときは、恐らくＷｉ－Ｆｉ環

境は十分にあるので、その場所で我々の議案書を遠方で見ていただく

とかということは全然可能になるのかなと思うんですが、ちょっとこ

の場での活用というのは、今言ったようにその課題をこれからちょっ

とある程度事務方のほうで整理をして出していって詰めていくという

話でしたので、ごめんなさい。議長が依頼するところと我々が本格的

にスタートするところがちょっとどういうふうになってくるかという

ところです。 

宮嶋委員長  それぞれの認識がちょっとあれなので、違うと思いますので。 

 佐々木さん。 

佐々木 

副委員長 

 整理すれば、今局長が言っているのは、要するにまずうちと２つの

市町議会との関係性をまずつくって情報共有を先にやりましょうと、

試験的にも。いつか分からないけれども、市町がオーケーと言った

ら、そのオーケーが例えば１月中にオーケーが出るんだったら、２月

の例えば５日かな、議運の資料を取りあえず８人のところに送ると、

事務局経由で出すと。送るというようなことができるんだったらやっ

たらいいという、そこをスタートしていいかということでの話。 

 もう一個の点は、実際に委員長が言ったように、この場で使おうと

思ったら設備上の整備がまだだからこの場では使えないというのが残

ってくると。いうのを２つに分けようという話ですね。理解しました

ので１個目はやってもらったらいいと思うんですよ。別に今日とは言

わないけれども、できるだけ早いタイミングで市町には依頼をしてオ

ーケーが出れば試験的に、今、今期の議員さんでも情報共有という

か、それを正式には使わないとしても、正式なものじゃないとしても

試験的に２月の議運もしくは定例会の一部の資料が共有できて、これ

できるねというような確信を持った上で、じゃ、もうここのＷｉ－Ｆ

ｉの実務的なものも一方で進めたらいいよねという話になってくると

思うから、そこはやってもらったらいいとは私は思っています。 

宮嶋委員長  山本さん。 
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山本委員  議長から各市町議会にタブレットの使用許可をお願いすると。使用

してもいいですよと、両議会事務局から出た場合に恐らく２月定例会

において議案書とか、それを打ち込むことはできるということで、さ

らにタブレットに入れ込んだものを見るのには支障がないという範囲

ですか。どういうことで２月の定例会でタブレットを活用できるかい

うその範囲がまだ私は理解できないんですけれども。 

宮嶋委員長  ここに議会専用のＷｉ－Ｆｉ環境がない限り、ここへ持ってきて使

おうと思えば、個人のＷｉ－Ｆｉルーターといいますか、そういうも

のがない限りは使えないので、だから共通して使うということはない

と思います。ただ試験的にそれぞれ議会の自分の部屋で環境のあると

ころで見ることは可能だと。ただ２月５日の議運に議案が提案されて

それを確認するわけですから、その時点以降、次の定例会、その１週

間後の定例会までに見ることは可能だということだろうというふうに

思うんですが、それが必要かどうかですね。そこまで急いでやらなく

ても、取りあえず今日確認したこととして進めていただいて、令和７

年度の環境施設組合議会の活動の中で試験的にもそういうことが可能

であればやっていただく。そして最終的にはＷｉ－Ｆｉ環境が整った

時点で行うということになろうというふうに思いますので、だからど

うですかね、そこの２月のときに試験的に、今から急いで了解を得た

上でやるということは必要ですかね。 

 山本さん。 

山本委員  そこまで拙速にタブレットを活用する必要性はないと思いますよ。

これから各両事務局に確認をして進んでいかれるんですから、令和７

年度にまた試験的にやられたらいいと思います。それほど拙速に次の

２月の定例会にするというようなものではないと私は思います。 

宮嶋委員長  谷口さん。 

谷口委員  私は、まず最初の情報共有という意味で、ここでのＷｉ－Ｆｉ環境

どうのこうのではなく、それぞれのＳｉｄｅＢｏｏｋｓ、ＬＩＮＥＷ

ＯＲＫＳ上で情報共有するというのは了解さえ得られたらすぐできる

ことなので、それはすぐにやるべきという考えです。 

宮嶋委員長  佐々木さん。 

佐々木 

副委員長 

 要するに私らでやっちゃいかんのは、何でもかんでも確信がないの

に、先に進むことはやっちゃいけないと思うんですよ。自信を持って
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佐々木 

副委員長 

つづき 

次に引き継ごうと思った場合には、まずやってみて、だから正式じゃ

ないですよ。２月の定例会でタブレットを使うことを前提には、この

議会ではしないと、それは。しないけれども、情報共有はやっぱりや

っておいて、これだけできるんだなとか、こういう活用ができるねと

いうようなことを私たち自身が認識した上で、その段階でまた課題が

もし出てくるんだったら、こういう課題があるよということも含めて

次の議員さんに送るということをしないと、訳分からないけれども、

動きますよというのは一番やっちゃいかんことですから、責任を持っ

てやる以上は方向性というか、こういう評価で、要するにメリット・

デメリットですよね。については明確にした上で申し送りをするとい

うことがいいんじゃないかというふうには思っているところです。 

 確かにＷｉ－Ｆｉ環境はないけれども、これはもう個人のタブレッ

トの本体容量によるんだけど、やり方としては、もし送ってもらった

ら市議会、町議会のＷｉ－Ｆｉ環境の中でタブレットの中にダウンロ

ードして、クラウドじゃなくてそのタブレットに格納さえすればここ

でも見れますよ。だからそれは容量があるかどうか分からないけれど

も、できない話ではないので、だからそれは２月は正式運用ではない

ので、ないということだけ確認しておいて、ただ紙でもどっちでも見

れるようにすることは、要するに試験的にやってみて、その上で確信

を持って次の５月以降に、こうこうこういう成果があったからやりま

すよということを言うべきだとは私は思います。 

宮嶋委員長  山本さん。 

山本委員  試験的に試験的にと言っておられますが、２月の定例会は拙速で

す。そして試験的に２月で使ってメリット・デメリットを洗い出して

次の改選した議員に申し送りされると言っておられますが、その１回

の定例会でメリット・デメリット、全てとは言いませんが、大まかな

把握はできないと私は理解します。やはり試験というのは２回、３回

して、そしてここはメリットだな、ここはデメリットだなという十分

な試行が必要だと。一回使っただけで、はい、メリットはこれです、

デメリットはこれです、それはあまりにも拙速過ぎます。試験的と言

っておられるんでしたら、その試験的というのはメリット・デメリッ

トというのも調べるというか、そういう意味で言っておられたと理解

しておりますので、実際にメリット・デメリットが分かるようにする

試行は２回、３回、先ほど言いましたように。だから、次、ここでは

ＤＸ、タブレットを利活用するという方向性で、両議会に議長から許

可を得るという形でいいん違いますかね。拙速にもう次の２月にする

というのはあまりにも拙速、何でもあれですよ。なんか前のめり、ど

こまでそこを前のめりにされるのか理解ができないんですよ。 
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宮嶋委員長  山本さん、分かりました。 

 それで、ちょっと私のほうから事務局への確認なんですが、先ほど

ありましたように、議長名でそれぞれ市町議会にタブレットを使わせ

ていただきたいという依頼をした上で、市町議会の判断もあろうかと

いうふうに思いますし、そういうことが２月５日議運ですけれども、

そういう１か月もない中で可能かどうかということもちょっと心配す

るので、今議論いただいているのはありがたいんですけれども、どう

でしょうか、その点は。どんな見通しになるんでしょうかね。分かり

ますかね。 

 武田さん。 

武田書記長  市町議会、議長独断で決められるというのもちょっとしんどいかな

と思いますので、議運なり、そういう組織に相談をなされてという形

になってこようかというふうに思います。 

 市町議会の日程等もございますので、今ここで２月議会にと決めて

いただいても日程的にどうなるかというところも出てくるかと思いま

すので、その辺も踏まえて考えていただければというふうに考えてお

ります。 

宮嶋委員長  ということなので、まずは議長名でそれぞれ市町議会にタブレット

を使わせていただきたいという依頼をしていただいた上で、その返事

を待って判断をしたいというふうに思いますので、今どこまで２月議

会の中身をというところまでちょっと保留しておいていただけたらと

いうふうに思います。 

 佐々木さん。 

佐々木 

副委員長 

 私は保留する必要はないと思います。 

だから相手がある話だから、相手がいつ返事があるか分からないの

でそこは分かるんだけども、仮にどっちかでもオーケーが出たら送っ

てもらったらいいと思います、それは。というのは、さっきも言いま

したけれども、木津川と精華ではソフトが違うので、うまくそれが動

くかどうかというのも確認が必要ですから、そこは、だから山本さん

が分からないのは、やりもしないで判断なんか誰もできないですよ、

それは。だから２回、３回要るというんだったら、もし１月。これは

前提は１月中の話だけど、１月中に許可が出れば２月に２回あるわけ

ですよ、議運と本会議と、うちは定例会と。だから２回の経験はでき

ますよ、試験的には。だからその上で。 

山本委員  前提はやめましょう。 
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佐々木 

副委員長 

 ちょっと待ってください。発言中です。 

 だから何もせずに、別に大きなことをやろうと言っているわけじゃ

ないです。やってみていい点、悪い点が多分出てくると思うから、そ

れは率直に評価をして前向きに進めていかないと、やらずして評価は

誰もできないから。やらずして何もしないというのは無責任です、そ

れは。やってみて、何遍も言いますが、本格導入じゃないから、本格

導入に向けて課題を整理するという意味では、何の作業でもそうだけ

ども、事前に何かやってみるというのはこれは当たり前の話であっ

て、それはあくまでも２月に間に合わない、会議とかがないんだった

らそれはもうできませんよ。それはそうだと思いますけれども、会議

とか動きが出るんだったらやるべきだというふうに思っています。 

宮嶋委員長  分かりました。 

 それで、今日の確認は議長名で依頼をいただくということをすると

いうことは確認、先ほどありましたようにしていただいた上で、２月

５日の議会運営委員会でその結果も含めて、いただいたかどうかも含

めて判断をして、そこでもう一度このタブレットが使えるかどうかと

いうことでさせていただくということで、今日はそれ以上ご議論いた

だいても、ちょっと相手さんのあることですので、置いておきたいと

いうふうに思うんです。 

 今日の議論も含めて、これまで議論してきました議会運営申し送り

事項につきましては、全ての項目について議論いただいたわけです。

この結果を取りまとめたもの、これをつくりまして次の議会運営委員

会において確認したいということで考えておるんですけれども、それ

でよろしいですかね。 

 山本さん。 

山本委員  申し送りをするか、言葉が私はちょっと疑問には思うんですが、こ

こであったことは議事録でもあります。しかし、要点的にこういうこ

とが議運で話し合われたという内容を次の新しい議会に示すというこ

とは大切ではないかと、このように思います。 

宮嶋委員長  佐々木さん。 

佐々木 

副委員長 

 それは結構ですけど、ただ今日の場合は、木津川市の研修報告と、

ペーパー１枚だったから比較的簡単に読めるんだけども、次回の場合

はそうじゃないでしょう。一定、項目数が一定あるから当日配付はや

めていただきたい。できたら事前にメールでも結構ですけれども、目

を通して意見をまとめるような時間的余裕が欲しいと思います。 



 35 

宮嶋委員長  その点はいかがでしょうか。取りまとめたものをつくって次の運営

委員会で確認するんですが、事前配付はよろしいでしょうか。 

 武田さん。 

武田書記長  いつまでにというお約束はできないところですけれども、事前配付

できるよう努力をいたします。 

宮嶋委員長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 そうしましたら、今ありましたように今日の議論も含めてこれまで

やったものはまとめていただいて、次の議会運営委員会の前に事前配

付をしていただいて、それをもって最終の確認としたいというふうに

思います。ということでよろしいでしょうかね。 

 

  （結構ですの声） 

 

 そうしましたら、これで議会運営申し送り事項の議論については終

わりたいと思います。 

 

 次に、次第の２、その他についてであります。 

 このたび議会事務職員が配置され、令和７年第１回定例会における

一般質問の手続も始まりますが、議会運営申合せ事項における一般質

問についてでは、当時の状況に基づき事務局への手続とした表現にな

っております。 

 そこで、先ほどの災害時対応要領と同様、事務局、組合事務局、事

務局職員を議会の職員と読み替えることとして、改正案につきまして

は、次回の議会運営委員会において確認いただきたいと考えておりま

すが、ご異議ございませんでしょうか。 

 

  （異議なしの声） 

 

 ありがとうございます。 

 次に、次回の議会運営委員会の会議日程でありますが、２月定例会

に係る議会運営委員会が２月５日水曜日に予定されておりますので、

２月定例会に係る協議終了後に整理した内容の確認をしたいと考えて

おりますが、ご異議ございませんでしょうか。 

 

  （異議なしの声） 

 

 異議がありませんので、次回の議会運営委員会を２月５日水曜日の

午前９時３０分から開会することとし、２月定例会に係る議事終了後

に整理した内容の確認をすることに決定いたしました。 

 ありがとうございました。 

 以上をもちまして、木津川市精華町環境施設組合議会議会運営委員
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宮嶋委員長 

つづき 

会を閉会します。 

 苦労さまでした。ありがとうございました。 

                        （１１:３１） 

 この議事録の記載は、適正と認めここに署名する 
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